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Ⅰ． はじめに








限に伸ばし , 自立し , 社会参加するために必要な力を培
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集まりやすい場所に出向くことを心がけた . 平成 29 年
8 月までの開催日と場所は以下のとおりである .
第 1 回　　平成 28 年 3 月 12 日（太閤山）
第 2 回　　平成 28 年 5 月 14 日（富大ホール）
第 3 回　　平成 28 年 6 月 18 日（太閤山）
第 4 回　　平成 28 年 7 月 2 日（富大体育館）
第 5 回　　平成 28 年 9 月 10 日（富大体育館）
第 6 回　　平成 28 年 10 月 15 日（富大ホール）
第 7 回　　平成 28 年 11 月 12 日（富大ホール）
第 8 回　　平成 29 年 12 月４日（富大ホール）
第 9 回　　平成 29 年 1 月 29 日（富大ホール）
第 10 回  　平成 29 年 2 月 18 日（富大ホール）
第 11 回  　平成 29 年 3 月 5 日（富大ホール）
第 12 回  　平成 29 年 4 月 15 日（太閤山）
第 13 回  　平成 29 年 4 月 23 日（西部）
第 14 回  　平成 29 年 5 月 13 日（富大体育館）
第 15 回  　平成 29 年 6 月 17 日（太閤山）
第 16 回  　平成 29 年 6 月 25 日（西部）
第 17 回  　平成 29 年 7 月 8 日（太閤山）
第 18 回  　平成 29 年 7 月 16 日（西部）















































の柔軟等も取り入れた . 懸垂運動はぶら下がる力で , ブ
タの丸焼 , ツバメ等を模倣し，鉄棒のぶら下がり遊びを
しながら身につけていくよう促した．回転動作（1）は
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脳の前庭系を発達させる動作である . 前庭系はバランス
をとる役割があり , 子どもの感情や筋肉の発達 , 視覚 ,
言語 , 覚えたり集中したりする能力についても不可欠な
































つまんで , めくる ,3 つの粗大運動を行うゲームを行っ










































































続につながるという方法である . 平成 28 年度はラジオ
体操カードを参考に , 運動教室に参加する度にカードに
シールを一枚貼り付け , シールを 3 枚集めるカードを作







用のエリアを作り , その中を一方通行に移動させた . 動
物の動きの説明が長くなると , 子ども達の集中力が切れ
た様子が見られたため , 第 2 回以降は子どもの理解を促
すために視覚支援として動物の絵を描いたパネルを使用
した . パネルを提示することで , 子ども達の注目を集め
ることができた . また , 範囲や方向を限定するのではな
く自由に動き回れるようにして , 子ども達の待つ時間が
少なくなるように工夫し第 4 回までは同様に行った . 繰



































第 1 回では , スイカチームとリンゴチームに分かれて ,
時間内にどちらのチームの果物を多く残せるかという
ルールで 45 秒を 2 セット行った . 参加は子どものみと




切り上げることで , 子ども達の集中力が継続した . 第 5
回まで粗大・微細運動として「スイカリンゴゲーム」を
行ってきたが , 指先を使ってスイカやリンゴをめくる動

















































たところ , 説明に耳を傾けてくれる子どもが増え , 遊び
にも活気が出た .「色彩」に反応するという保護者の意





















た .A ちゃんは「1 つ 1 つのことをクリアしたい」とい
うこだわりが強く , 運動遊びの最中に「クリアできない
こと」が続くと , 嫌になって教室から離脱していくこと
が多かった . しかし , このシールラリーで「シールを集
める」ということを参加する度に「クリア」することが
でき , 運動教室を継続するという意欲が続いていたよう
である . このことから , 子どもにとってシールラリーは
「シールがほしいから」という理由だけでなく ,「クリア
したい目標 , あそび」というように捉えて , 参加意欲に
つながっていることが分かった .






















































長の第一歩であり , 親子だけではなく , 教育環境にも大
切なものであると報告されている . 本研究で実践した教
室のように場所や指導者 , 参加者が毎回変化しても , 月







第 19 回の活動では , 自由遊びの時間に , 子どもも
大人も互いを認め合い学び合う場面がたくさん見られ
た . 年長児の E ちゃんは , なんでもやってみたい，がん
ばりたいという意欲に満ちているが , 反面 , 上手にでき
なかったらどうしようという不安から , 初めての活動で
は「やらない , これきらい」と言うことが多い . 大学生
のお兄さんが長縄を回し , 近づいたらジャンプをすると
いう遊びをしている時も , まさにそうなったが ,E ちゃ
んはそう言いながらも他の子が遊ぶ様子をじっと見てい
た . 一方 , 年中児の F ちゃんは , 人前でのパフォーマン
スが大好きで , 結果はともかくチャレンジしていくタイ
プで , この時も , 縄の動きになかなか合わせられず何度
も失敗していた . すると , その様子を見ていた E ちゃん
が , 縄から少し離れたところでジャンプをし始めた . そ
して , 指導者がタイミングよく「そうだね , ここで練習
しよう」と声をかけ , 何度か練習しているうちに , 自然
に跳ぶことができたのである .F ちゃんも , チャンレンジ
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図 2. 柳沢運動プログラムの内容（柳沢 . 2002 に澤が加筆したもの）
図 3. 粗大・微細運動の一例
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写真 1.Pnte 運動教室チラシ
図 4. 動物の絵を描いたパネルの活用
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写真 3. 子どもが作った動物パネル
写真 2. シールカード
